
 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボール運びリレー         ・まねっこじゃんけん      ・クイズ（なぞなぞ）     ・片付け                                                                  

             

 

 

 

 

 

                         

≪[放課後子ども教室]≫ 出典：文部科学省「重要対象分野に関する評価書―少子化社会対策に関連する子育て支援サービス―」 
子供たちが放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動ができるよう、地域住民等の参画を

得て、放課後等に全ての児童を対象として、学習や体験・交流活動などを行う支援事業です。 
未来の日本を創る心豊かでたくましい子供を社会全体で育むため、地域の大人の協力を得て、学校等を活用しながら、子供たち

の居場所の確保や放課後に様々な体験活動や地域住民との交流活動を行っています。小学校の図書室や空き教室、体育館や

校庭などを活用しています。活動内容は地域のコーディネーターが中心となって計画し、地域住民の協力を得て、運営しています。 

 放課後子ども教室   ※文部科学省が担当 放課後児童クラブ  ※こども家庭庁・厚生労働省が担当 

趣 旨 ・すべての子どもが対象 
・地域の方々の参加を得て、学習やスポーツ・文化活
動、地域住民との交流活動等の取組の推進 

・共働きの家庭などのおおむね 10 歳未満の子ど
も対象 
・放課後に適切な遊び場や生活の場を提供 

指導者 地域の代表コーディネーター、地域のボランティア 放課後児童指導員 

活動場所 学内 空き教室 図書館 体育館 校庭 学内専用施設 児童館 公民館など 

                                                                               

 
 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1315 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時： 令和６年１０月２４日（木）１４：３０～１５：３０ 

○場   所：相馬市立日立木小学校   「日立木ポプラっ子教室」 

○参 加 者：日立木小学校の児童（１年・２年生）１３名    ○スタッフ：７名 

 

   

 

 
 

 

活動内容 「日立木ポプラっ子教室」は、毎週２回（火・木曜日）小学校の教室・家庭科室・図書室を使用して行っ

ています。訪問当日は、ハロウィンイベントの日でした。自分たちで持ってきた衣装やスタッフが用意した衣装などに着替えます。

「着替えはできたかなあ～♪ 」、きれいなドレスやお面には、目が行きます。「今日は特別だからね。衣装に着替えたら、お菓子

とお茶を配ります。並んで～。」 元気よく大きな声で「ありがとうございます！」と挨拶している子どもたちの姿は、周囲を明るい

雰囲気へと導いてくれます。みんな思わず、にっこり(^^)。１年生を優先的に並ばせていた２年生。その光景を見て、優しさと

気遣い（これからも大事になっていくコミュニケーション能力）が、大変素晴らしいと感じました。 

 
 

 
 

 
  

終わったら、 

きれいにたたみ

ましょう！ 


